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夏の乳牛管理 
畜産課酪農係 

 

今年は、４月以降の長雨と最近の酷暑の連日で搾

乳牛の疲労消耗は著しいと思います。この季節にお

いて乳牛の管理上注意していただく事項について述

べてみましょう。 

 

１、牛舎および施設の管理 

 気温、湿度も急上昇し、そのうえ、害虫の発生で

乳牛の生理、泌乳にも大きく影響している現在、牛

舎は出来るだけ開放し、特に地窓をに造り舎内の通

風に十分注意（舎内適温 10～15 度）するとともに、

清潔を保ち害虫の発生襲来に気を配り、舎内のコン

クリ－床には１日２～３回清水の散布を行ない、平

屋建牛舎においては、天井の上にワラ類を積むか、

屋根の上に日覆をするのも一考です。 

 運動場においては、十分な日蔭場所をつくり清水

の自由飲水の出来る様に心掛けてやれば、舎外運動

も長時間行なえると思います。 

 

２、牛体管理 

 分娩前後、搾乳最盛期の乳牛の疲労は特に著しい

と思います。この時期には栄養障害、繁殖障害ある

いは突発的な消化器疾病、乳房炎の発生が多く経営

面にも大きく影響してきます。この時期の疾病は、

全身疲労が著しいため管理改善、治療においてもな

かなか快復し難いものです。 

 体力快復のため全身の血行を十分ならしめる目的

で毎日２～３回のブラシかけを行い、水洗い、剪毛

も実行し、特に妊娠末期や搾乳最盛期の乳牛に対し

ても、濃厚飼料に依存せず十分な生草、良質な禾本

科乾草を与えて、体力消耗に注意をはらい、牛舎に

おいても十分な牛舎面積を確保してやるよう注意し

ましょう。また朝夕涼しい時間は運動を兼ねて舎外

に出し、出来れば夜間も舎外で涼ませてやりましょ

う。 

 

３、飼料および飼育管理 

 酷暑と粗飼料の質の低下のため全般に食欲が低下

しますが、濃厚飼料は朝、夕または夜間の給与を実

行し、給与飼料の内容を時折変へ食欲を亢進させ、

体力の消耗を未然に防ぐように努め、特に食塩、カ

ルシューム、ミネラル類等を十分考え給与しましょ

う。 

 舎内においても自由に新鮮、清潔な水が十分飲め

るように注意してやらなければなりません。 

 濃厚飼料については、特に腐敗醗酵しやすい季節

でもあるため、よく注意して特に粕類は給与は差し

控えてやりましょう。また今年は春の乾草作成時期

に長雨で十分な確保が出来ていないと思いますが野

草、畦草、でも質のよい所を選び冬期飼料を確保し

ておきましょう。秋作も早めに播付けを終え冬期に

備えましょう。 

 

４、搾乳および牛乳処理 

 乳牛の消耗が著しい季節だけに乳質の変化も生じ

やすい。搾乳時は十分な微温湯で乳房、乳頭及び乳

房附近を洗浄し清潔を保ち乳質の向上に努めなけれ

ばなりません。 

 搾乳は許される限り回数を減じ早朝あるいは夕方

の様な涼しい時間を選んで乳牛の疲労を少くしてや

るように努め、搾乳後は早急にろ過、撹拌、冷却を

出来るだけ十分な流水の状態にして処理、保存しま

しょう。 
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岡山県の最近の 

畜産生産状況 

 岡山県の 38 年２月現在

（農林省調べ）の家畜飼養

頭数は、乳牛３万 1,400 頭

（対前年比 115％）、肉用牛

10 万 1,100 頭（103％）、豚

２万 5,000 頭（71％）、鶏 345

万羽（97％）で、乳牛の伸

びはほぼ順調であるが、

豚・鶏は市況の影響から減

少をみている。37 年中の畜

産 物 生 産 で は 牛 乳 ６ 万

6,000 トン（119％）、鶏卵３

万 4,800 トン（121％）で、

両者ともかなり増加してい

るが、前年に比べその伸び

率は鈍っている。また家畜

生産では和牛子牛の生産は

３万 3,300 頭で前年にほぼ

横ばい、肉牛生産は１万 300

頭とやや増加し、肉豚生産

は３万 7,500 頭で、前年に

比べ約 20％の増加であった。 

 

 


